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ムラサキツメクサ

國 兼 治 徳

大東亜戦争 私達 の年齢では第 二次大戦 と云う

よりな じみがある 一が はげ しくな って来 た頃、 田

舎の小学校 の夏休 みには、ムラサキ ツメクサの種

子を集めることが宿題 にな った。その頃は ム ラサ

キツメクサと云 う名称 ではな く、 単にクローバ ー

と呼んでいた。この種 子は軍馬の飼料 になる牧 草

をつ くるため と聴かされていたが 、集め た種子 が

どこに運ばれて栽培されたか不 明で ある。 とにか

く、暑い夏でない と乾燥 した種子 はない。 私は夏

休みを祖母の許でいつ も過ご していたか ら、 クロー

バー集め も祖母の家近 くで行な った。 祖母 の家で

はいつ も遊びに夢中にな っていたので、父の家に

戻る数 日前 に祖母やす ぐLの 姉に 手伝 って もらっ

た。祖母の家は滝川の空知川に近い所にあ ったか

ら、種 子集めは主 に空知川の川岸や中州で行なわ

れた。戦時 中の空知川 は今のよ うに向 う岸がま る

見えの状態 ではな く、川岸 には森の如 く鯵蒼 と し

た河 畔林が茂 り、川の 音と共 に小鳥の嚇 る声が き

けた。そ して、川に平行 して小路があ り、 ク ロー

バーが点 々と生 えていた。 炎天 ドで祖母 と 一一緒 に

クローバーの種子 を採 っては袋につめ たが 、布 袋

を一杯にす るのは仲々骨の折 れる作業 だ った。 私

はす ぐいや気が さ し、祖母に叱 られなが ら採 った

記憶があ る。祖母の きま り文句は、 「採 らない と

父さん に叱 られ る」の 一点ば りで、又、私 にはそ

の一言が一番 きいたのであ る。

私は生後5ケ 月 で生み の母 に死別 し、 その後 は

祖母に育て られたが、小学校 入学時か ら父の許 に

引き とられ、それか らと云 うもの は父の強 い面 ば

かりを見て育ち、父に廿えた感情 を持 った経験 は

一度 もない。父はその頃小学校 の校 長を していた

が、常 に厳 しく近 よりがたい存在 であ った。その

父がお墓参 りの時だ け、雰囲気が違 うよ うに感 じ

られた。墓参 は私の小学校 ・中学校時代を通 じ、

いつ も祖母 と父と姉と私だけで、父の家 には今の
の

母や弟達がいたが一緒にお参りを した記憶はない。

只、私が高校生 にな って父一家が祖母の家 に一一緒

に住むよ うにな ってか らは、母 も弟達 も一一緒に墓

参 りをす るようにな った。 孝えてみ ると墓 にほう

む られて いるのは私の 母であ り、祖父 であ り、 兄

達であ る。従 って小学校時代 は親子水人 らずの墓

参であ った。墓前の父は急 にや さ しくなったよう

な気がす る。父はいつ も自 らお経 をあ げた。坊 さ

んでない父の読経をそば を通 る人 は必ず じろ じろ

と観察 して い くが、父は意 にか えさない風であ っ

た。父はどんな気持でお参 りしていたのであ ろう。

私は父か ら母の ことを聞 いな ことがな い。私 も母

にっいて質問を した ことが一度 もなか った。それ

は父 と子が共 に感 じてい る今の母への エチ ケ ット

で、暗黙の うちに心得て いたのであ ろう。父は酒

に酔 うとよ く 「美 しき天然」 という歌 を唄 った。

「空 に廟 る鳥の声……」 には じまる歌詞は哀調が

あ り、父の歌 は決 して うまいとは云え ないが、酔
ノ

いにまかせて唄 う姿が印象的 だ った。 ある時、姉

か ら 「美 しき天然」は死んだ母 の愛唱 歌だ ったと

聞いた。 それは強い父が人 しれず 見せ た母への慕

情で あ ったのか も知れな い。

ク ローバ ーの和名が ム ラサキ ツメクサ(又 はア

カツメクサ)で あると正式に知 ったのは、 私が教

師にな ってか らのことで ある。 ヨー ロッパ原産 の

多年生 草本で、明治維新 の頃、牧 野新 日本図鑑 に

は1868年 前 後日本に入って来た と記載されている。

しか し、朝 日百科の 「世 界の植物 」には 日本へ は

江戸時代に伝 来 し、牧 草 として北海道へ導 入され

たのは明治初年 とされてい る。いずれに して も江

戸時代以降に帰 化 した植物であ ることは間違いが

ない。

ちなみ に家内に聞いた ら、戦時中 に採集 したの

はクロバ ーでな くチモ シー(オ オアワガエ リ)の

種子だ ったと云う。家内は道東 に育 ったのだが、

地域 により集めた牧草の種 子に違 いがあ ることを

初 めて知 った。 どの ように して牧草の種 子を きめ

たのか不 明だが 、この よ うなことで も調査 をす る

と面白いか も知 れない。父 は4年 前に亡 くなり如

何と もしがたいが、 もっと父に近づ いてその辺 の

事情 を聞いてお くべきであ った。
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